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＜将来都市像＞

歴史と文化と緑に育まれた、みんなが主役のまち「文
ふみ

の京
みやこ

」

これまで先人たちによって脈々と受け継がれ、区民の誇りの源泉ともいえる歴史・文化・緑を

今後も引き続き大切に守り、活かしながら、多様な主体が対等なパートナーとして、ふれ合い、

支え合い、助け合える、みんなが主役のまちづくりを浸透させていきます。そして、あらゆる世

代の区民が分け隔てなく、いつまでも、心豊かに、いきいきと、自分らしく暮らせる、さらに、

未来へ誇りを持って継承できる「文の京」を創り上げていきます。

2    将来都市像

基本構想は、本区の目指すべき将来都市像を明らかにし、その実現に向けた、区政運営の理念

を示すものです。ここに掲げる理念や将来都市像は、区を自立した都市として発展させていくた

め、区政のあらゆる分野や区民等の地域活動における共通の指針となります。

 （１）みんなが主役のまち 
「文の京」自治基本条例に掲げる区民、地域活動団体、非営利活動団体、事業者などと対

等の関係で協力し、協働・協治をさらに推し進めます。そして、互いを尊重し合いながら、

「文京区のあるべき姿（将来像）」の達成に向け、持てる力を存分に発揮できるまちを目指し

ます。

 （２）「文の京」らしさのあふれるまち 
この基本構想においても、前基本構想で定義した「文の京」を、本区を表す象徴的な言葉

として継承していきます。

今後もこれまで以上に、区民一人ひとりが文京区に住み、働き、学ぶことに深い愛着と強

い誇りを持つとともに、区と区民を含む新たな公共の担い手と力を合わせて発展させていく

自治のまちを目指します。

（３）だれもがいきいきと暮らせるまち
子ども、高齢者、障害者、外国人をはじめ、地域社会を構成するさまざまな人たちが人権

を尊重し、互いの立場を思いやりながら行動するとともに、男女が性別にかかわりなく平等

な立場で、社会のあらゆる分野へ参画することによって、一人ひとりが個性豊かにいきいき

と暮らせるまちを目指します。

また、多様な生き方が選択・実現できるよう、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の

調和）の実現に向けて、積極的に取り組んでいきます。

1    基本構想を貫く理念

第1章 基本構想

「文の京」（ふみのみやこ）
これまで、文京区は、「文教の府」といわれ、「文化の香り高いま

ち」をめざして発展してきた。これに寄せる区民の誇りと愛着を大
切にしたい。
そのうえで、区民と区が、時代の大きな変化に適応しつつ、可能

性に富んだこの地を、新たな洗練と成熟の段階へとさらに発展させ
ていく都市自治の姿を「文の京」と呼ぶ。

■文京区の地形
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